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個別指導に弁護士が帯同できます

十
一
月
十
二
日
に
二
つ
の
事

務
連
絡
を
発
出
し
た
。（
１
）

廃
止
し
た
保
険
証
で
も
来
年

三
月
ま
で
は
使
用
す
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
こ
と
な
ど
を

周
知
す
る
も
の
、（
２
）
医

療
機
関
に
保
険
証
廃
止
後
の

受
付
対
応
の
準
備
を
迫
る
セ

ミ
ナ
ー
の
動
画
配
信
を
案
内

し
た
も
の
だ
。
い
ず
れ
も
保

険
証
な
し
で
は
資
格
確
認
実

務
が
成
り
立
た
な
い
た
め
に

様
々
な
対
処
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
。
保
険
証
を
復
活
す

れ
ば
必
要
な
い
も
の
だ
。

　
協
会
理
事
会
は
、
保
険
証

を
復
活
さ
せ
マ
イ
ナ
保
険
証

と
の
併
走
を
求
め
る
声
明
を

十
一
月
末
に
発
出
し
た
（
声

明
全
文
、
事
務
連
絡
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

患
者
に

周
知
し
て
い
こ
う

　（
１
）
の
事
務
連
絡
に
よ

り
十
二
月
か
ら
当
面
の
保
険

証
、
資
格
確
認
書
、
マ
イ
ナ

保
険
証
等
の
取
扱
い
見
通
し

を
ま
と
め
た
も
の
が
上
表

だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

に
よ
り
患
者
の
資
格
確
認
が

で
き
れ
ば
、
三
月
末
ま
で
全

て
の
期
限
切
れ
保
険
証
や
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
の
み
で

対
応
が
可
能
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
厚
労
省
は
こ
の
こ
と

を
患
者
に
は
周
知
し
な
い
方

針
を
と
っ
て
い
る
。

　
理
事
会
で
は
期
限
切
れ
保

険
証
で
も
三
月
ま
で
は
使
用

で
き
る
こ
と
を
患
者
に
伝
え

る
こ
と
、
保
険
証
の
持
参
を

呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
を
会

員
に
周
知
す
る
こ
と
と
し

た
。
院
内
掲
示
用
の
ポ
ス
タ

ー
も
作
成
し
た
の
で
活
用
さ

れ
た
い
。

　（
２
）
の
事
務
連
絡
に
よ

る
厚
労
省
の
セ
ミ
ナ
ー
や
配

付
資
料
を
ご
覧
に
な
っ
て
い

る
会
員
読
者
も
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
保
険
証
廃
止
に
よ

り
資
格
確
認
実
務
が
大
変
難

儀
に
な
っ
た
た
め
、
動
画
配

加
し
た
。
集
会
に
は
与
党
自

民
党
他
、
野
党
各
党
の
国
会

議
員
が
駆
け
つ
け
た
。
埼
玉

県
内
選
出
の
九
人
の
議
員
も

賛
同
・
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
た
。

　
協
会
は
会
員
等
に
よ
る
要

請
署
名
と
署
名
に
寄
せ
ら
れ

た
意
見
集
を
県
内
選
出
の
全

て
の
国
会
議
員
に
届
け
た
。

要
請
署
名
を
受
け
た
翌
週
の

国
会
で
厚
労
大
臣
に
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
を
質
し
た
議

員
も
い
た
。
要
請
署
名
は
各

方
面
で
し
っ
か
り
活
用
さ
れ

て
い
る
。

医
師
会
か
ら
も

10
％
の
引
上
げ

　
十
一
月
二
〇
日
は
、
医
師

会
、
歯
科
医
師
会
等
で
構
成

す
る
国
民
医
療
推
進
協
議
会

が
「
国
民
医
療
を
守
る
た
め

の
総
決
起
大
会
」
を
開
催

し
、
そ
の
様
子
は
全
国
各
地

の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
に
も
配

信
さ
れ
た
。
多
数
の
来
賓
国

会
議
員
ら
が
駆
け
つ
け
、
各

地
か
ら
の
決
意
表
明
が
述
べ

ら
れ
、決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

東
京
都
医
師
会
他
複
数
団
体

か
ら
「
一
〇
％
の
プ
ラ
ス
改

定
」
を
求
め
る
声
が
あ
が
っ

た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
医

師
会
か
ら
も
一
〇
％
引
き
上

げ
の
声
が
高
ま
っ
て
き
て
い

る
。

　
協
会
理
事
会
は
大
会
開
催

に
向
け
「
声
を
上
げ
ら
れ
た

こ
と
、
た
い
へ
ん
心
強
い
」

「
大
幅
引
き
上
げ
を
獲
得
す

べ
く
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
埼

玉
県
医
師
会
に
届
け
た
。

病
院
と
診
療
所

「
分
け
な
い
」
と

総
理

　
会
員
か
ら
の
要
請
署
名
と

医
療
界
の
要
請
行
動
は
、
し

っ
か
り
と
国
会
審
議
に
も
反

映
さ
れ
て
い
る
。

　
十
一
月
十
三
日
の
参
院
予

算
委
員
会
で
、
総
理
は
「
病

院
と
診
療
所
を
分
け
る
と
い

う
話
し
で
は
な
い
」「
そ
れ

医
療
界
の
声
、

結
集

　
次
期
診
療
報
酬
改
定
で
の

一
〇
％
超
の
引
き
上
げ
、
改

定
前
に
相
当
の
規
模
で
の
緊

急
財
政
措
置
の
実
現
を
求
め

る
運
動
は
大
詰
め
を
迎
え
て

い
る
。

　
十
一
月
二
十
日
、
協
会
は

保
団
連
が
主
催
す
る
「
診
療

報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
し
か

な
い
！
国
会
前
集
会
」
に
参

加
し
た
。渡
部
理
事
長
は「
必

要
な
の
は
真
水
の
プ
ラ
ス
改

定
と
患
者
負
担
を
軽
減
さ
せ

る
政
策
の
転
換
」「
診
療
所

と
病
院
が
日
本
中
の
住
民
の

健
康
を
守
り
、
安
心
を
支
え

て
い
る
。
こ
の
体
制
を
守
る

こ
と
を
訴
え
た
い
」
と
発
言

し
た
。
同
日
に
保
団
連
は
財

務
省
、
厚
労
省
へ
の
要
請
行

動
を
実
施
し
、
引
き
上
げ
を

訴
え
た
。
協
会
は
県
内
か
ら

選
出
さ
れ
て
い
る
国
会
議
員

に
会
員
の
声
を
届
け
る
と
と

も
に
、
尽
力
す
る
議
員
を
激

励
し
た
。

　
先
立
つ
十
月
三
十
日
は
、

保
団
連
や
複
数
団
体
に
よ
る

「
地
域
の
医
療
を
守
ろ
う
！

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ

を
求
め
る
大
集
会
」
に
も
参
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２
面　

論
壇
「
20
年
後
の
歯
科
」

３
面　

医
科
・
歯
科
社
保
Ｑ
＆
Ａ
、
個
別
指
導
指
摘
事
項

４
面　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度 

１
月
か
ら

の
取
扱
い

６
面　

診
療
報
酬
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
取
り
組
み

９
面　

研
究
会
・
講
習
会
等
ご
案
内

主な記事

　
次
期
診
療
報
酬
改
定
の
大
幅
引
き
上
げ
、
改

定
前
の
財
政
措
置
の
確
実
な
確
保
を
求
め
る
声

が
全
国
各
地
か
ら
高
ま
り
、
病
院
・
診
療
所
の

プ
ラ
ス
改
定
に
向
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
方

で
新
政
権
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
に
絡
め
た
新
た
な

患
者
負
担
創
設
や
電
子
カ
ル
テ
の
全
医
療
機
関

へ
の
義
務
化
法
案
を
今
の
国
会
に
提
出
し
た
。

　
保
険
証
は
十
二
月
に
廃
止
さ
れ
た
が
厚
労
省

が
三
月
ま
で
継
続
し
て
使
用
を
認
め
た
。
協
会

は
保
険
証
復
活
を
求
め
る
声
明
を
出
し
た
。（
関

連
六
面
、
七
面
）

11
月
20
日
に
「
国
会
前
集
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

国
会
議
事
堂
を
背
に
ス
ピ
ー
チ
す
る
渡
部
理
事
長

（
右
か
ら
２
人
目
）。
保
団
連
の
竹
田
会
長
（
左
か

ら
２
人
目
）
ら
と
訴
え
た

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し
の
問
題
点
を
ま
と
め
た
患

者
配
布
用
チ
ラ
シ
（
本
紙
付
録
）

国
会
前
で
決
意
表
明

保
険
証
は
３
月
ま
で
使
用
可
へ

理
事
会
声
明
「
保
険

証
復
活
を
求
め
る
」

　
十
二
月
に
保
険
証
が
廃
止

さ
れ
る
こ
と
で
、
大
き
な
混

乱
を
予
見
し
た
厚
労
省
は
、

廃
止
さ
れ
た
保
険
証

３
月
末
ま
で
使
用
可
能

医療DX

信
に
よ
っ
て
対
応
方
法
を
周

知
し
て
い
る
も
の
だ
。

　
資
料
で
は
、
資
格
確
認
書

だ
け
で
①
カ
ー
ド
型
（
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
や
紙
の
材
質
）、

②
は
が
き
型
、
③
Ａ
４
型
、

④
ス
マ
ホ
の
画
面
に
表
示
さ

れ
る
も
の
、
と
四
つ
の
媒
体

で
交
付
さ
れ
る
こ
と
、
有
効

期
限
は
保
険
者
に
よ
り
様
々

に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

  

動
画
の
視
聴
、
セ
ミ
ナ
ー

資
料
の
入
手
は
厚
労
省
の
サ

イ
ト
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
ご
不
明

な
場
合
に
は
協
会
事
務
局
ま

で
連
絡
さ
れ
た
い
。

協
会
調
査
を

読
売
新
聞
が
報
道

　
協
会
が
八
月
か
ら
九
月
の

間
に
実
施
し
た
会
員
調
査
結

果
を
、十
一
月
に
発
表
し
た
。

電
子
カ
ル
テ
義
務
化

急
遽
国
会
に

　
新
政
権
の
枠
組
み
の
変
化

で
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
電

子
カ
ル
テ
を
全
医
療
機
関
に

導
入
す
る
こ
と
を
求
め
る
法

案
が
急
遽
国
会
に
提
出
さ
れ

た
。
十
一
月
か
ら
審
議
が
始

ま
っ
て
い
る
。（
保
険
証
、

電
子
カ
ル
テ
の
関
連

記
事
七
面
）

ぞ
れ
が
置
か
れ
た
状
況
を
丁

寧
に
見
な
が
ら
必
要
な
医
療

を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
答
弁
し
た
。
維
新
の

会
の
猪
瀬
議
員
が
次
期
診
療

報
酬
の
改
定
率
に
つ
い
て
病

院
は
引
き
上
げ
て
、
診
療
所

を
引
き
下
げ
る
こ
と
を
提
案

し
た
こ
と
に
対
し
、
明
快
に

否
定
し
た
も
の
だ
。

　
十
一
月
十
九
日
の
衆
院
厚

労
委
員
会
に
お
い
て
も
、
厚

労
大
臣
か
ら
「
診
療
所
の
経

常
利
益
率
は
減
少
し
、
最
頻

値
は
病
院
と
差
異
が
な
い
」

「
診
療
所
を
含
め
て
医
療
機

関
の
経
営
は
厳
し
い
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

緊
急
財
政
措
置

は
「
ベ
ア
評
価

料
」
と
無
関
係

を
要
請

　
補
正
予
算
・
緊
急
財
政
措

置
の
規
模
に
つ
い
て
も
、
期

日
を
追
っ
て
拡
大
し
て
い
る

が
、
医
療
機
関
が
申
請
す
る

際
に
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
」
の
届
出
の
有
無
を
条
件

に
し
な
い
こ
と
も
重
要
だ
。

現
状
で
は
半
数
以
上
の
医
科

歯
科
診
療
所
が
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
協
会
は
、

現
在
協
議
中
の
支
援
金
の
申

請
要
件
は
簡
便
に
し
て
、
全

て
の
医
療
機
関
が
申
請
を
可

能
に
す
る
こ
と
を
、
厚
労
省

や
国
会
議
員
へ
要
請
し
た
。

（
報
酬
運
動
関
連
記
事

六
面
）

正念場の
12月
10%超の実現を目指す10%超の実現を目指す


